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研究成果の概要：熱帯雨林の林冠の最上層を形成する林冠木においては、着生植物、樹木の分

枝構造、枯死部分の分布、樹上（空中）土壌・枯れ枝・樹洞などの巣場所好適空間の樹内分布

がそこに生息するアリ類群集の空間利用様式を大きく規定していることが示された。また、林

冠部に大きななわばりを形成する攻撃性の強いアリ種が、林冠部の植食性昆虫の量、アリ類の

種類構成、およびつる植物の量に大きな影響を与えることが実証的に示された。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度 4,200,000 0 4,200,000 

2006年度 2,800,000 0 2,800,000 

2007年度 2,500,000 750,000 3,250,000 

2008年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

  年度    

総 計 11,400,000 1,320,000 12,720,000 

 
 
研究分野：生物学、生態学、昆虫学 
科研費の分科・細目：生態・環境 
キーワード：群集生態、昆虫、熱帯雨林、生物間相互作用、生物多様性、着生植物 
 
１．研究開始当初の背景 
熱帯雨林の林冠部においては、多様な着生植
物が普遍的に存在しており、その着生植物に
依存しているアリ類が多数みられ、それらの
アリ類が相対的に存在量が多いことを明ら
かにしてきた。これらのことから、着生植物
の存在様式が熱帯雨林の林冠部でのアリ類
の種構成やアリ類を中心とする生物相互作
用網の構造・機能に大きな影響をもたらして
いる可能性が推定された。こうした背景に鑑
みて、本研究課題が立案された。 
 
２．研究の目的 
熱帯雨林の林冠部に豊富に存在する着生植

物の存在様式が、アリ類群集の構造への影響
を通して、間接的に、アリ類を中心とする生
物間相互作用網のあり方、特に食植性昆虫ギ
ルド、捕食性節足動物ギルド、分解者節足動
物ギルドの種構成・機能などにおよぼす効果
を実証的に明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
マレーシア国サラワク州ランビル・ヒルズ国
立公園を中心とする熱帯低地林において、平
成１７年度から２０年度にかけて、年に約３
度の野外調査をおこなった。当地にある観測
塔、クレーン、空中回廊などの林冠アクセス
システムを用いて、林冠部での着生植物、空
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中土壌、アリ類、他の節足動物類の空間分布
を詳細に把握し、これらのデータにもとづい
て、特定のアリ類と関係をもつ着生植物、あ
るいは、着生植物や空中土壌の分布状態に依
存して出現するアリ類などを特定した。また、
アリ植物、着生植物、およびつる植物の空間
分布、樹木サイズと樹種、樹木の分枝構造と
枯死部分・樹洞の分布、樹上（空中）土壌の
樹内分布、アリ類全種の分布・量、植食者の
種類構成、植食性昆虫による葉の食害量など
を野外で実測し、それらの要因間の相関を分
析した。また、アリ類の採餌行動の特性を観
察によって特定した。さらに、明瞭な相関が
見られた相互作用系の間に推定される因果
性を、着生植物、あるいはそれに強く依存し
ているアリ類を野外で実験的に除去して、そ
の存在意義を検証した。 
 
４．研究成果 
 
アリ植物、着生植物、およびつる植物の空間
分布、樹木サイズと樹種、樹木の分枝構造と
枯死部分の分布、樹上（空中）土壌・枯れ枝・
樹洞などの巣場所好適空間の樹内分布が熱
帯雨林の林冠木のアリ類群集の空間利用様
式を大きく規定していることが示された。ま
た、アリ植物化した着生シダ類に営巣し、林
冠部の広い空間になわばりを形成する攻撃
性の強いアリ種（シリアゲアリ属の一種）が、
林冠部の植食性昆虫の量を低いレベルに制
限しているほか、樹冠の表層部（樹内の最上
層部・最先端部）に営巣場所と採餌空間をも
つアリ類の種類構成や、夜間に地上部から樹
上へ採餌空間を広げるアリの量・種構成に大
きな影響を与えていることが実験的に示さ
れた。また、林冠に到達するつる植物の分
布・量にも、直接それらを除去する行動を通
じて、大きな影響を与えることが実証的に示
された。 
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